
【診療ガイドマニュアル】

 進行性核上性麻痺の診断基準・重症度分類をUPしました（DEC2019）
　・進行性核上性麻痺の臨床診断基準（日本語版）
　 　[出典：Höglinger GU,et al.Mov Disord(2017),32:853-864.]
　・進行性核上性麻痺評価尺度（日本語版）
　 　[出典：Golbe LI et al,Brain(2007),130：1552-1565.]

 令和元年度班会議プログラムを掲載致しました（16DEC.2019）

日本神経学会から当研究班関連疾患の診療ガイドラインである「パーキンソン病
診療ガイドライン2018」（https://www.neurology-
jp.org/guidelinem/parkinson_2018.html）、
「ジストニア診療ガイドライン2018」（https://www.neurology-
jp.org/guidelinem/dystonia_2018.html）が発行されています
（https://www.neurology-jp.org/guidelinem/index.html）。

ALS患者さんの認知機能、性格・行動変化を評価する、エディンバラ認知行動
ALSスクリーニング日本版（ECAS-J）とその評価ガイドラインを掲載しました。不
明な点は、yawatana@tottori-u.ac.jpまでお問い合せ下さい。（2018.12.10）

【診療ガイドマニュアル】に神経有棘赤血球症の診療手引きを掲載しました。

【診療ガイドマニュアル】に前頭側頭葉変性症の療養の手引き2.21を掲載しまし
た。

【診療ガイドマニュアル】に紀伊 ALS/PDC 療養の手引きを掲載しました。

【診療ガイドマニュアル】にパーキンソン病の療養の手引きを掲載しました。

筋萎縮性側索硬化症（ALS）および前頭側頭型認知症（bvFTD）患者さんの行動・
性格変化を評価する調査表（ALS-FTD-Q-J）を掲載しました。 家族または介護
者によるアンケート記入形式で，10分程度で実施可能です。不明な点は、
yawatana@tottori-u.ac.jpまでお問い合せ下さい。(2016.2.29)

(紀伊ALS/PDC) 研究班より， 療養の手引きに関するパプリックコメント募集のお
知らせが届いて います。 
現在、紀伊ALS/PDC の療養の手引きを作成中です。 
http://kii-als-pdc-project. com/150.html (2016.1.31)

上記に作成案が掲載されていますので、 ご意見等を以下のメールアドレスまで
お寄せください。 療養の手引きは、2016年度に発行の予定です。 
E-mail: kii-project@clin.medic.mie-u. ac.jp 
（紀伊難病研究センター内） (2016.1.31)

班会議③【様式1】平成27年度 研究報告書書式(docx)ならびに④ 【様式3】平成
27年度研究業績録書式(xlsx)を掲載いたしました。(2015.12.24)

【対象疾患】
1）筋萎縮性側索硬化症、2)脊髄性筋萎縮症、3)原発性側索硬化症、
4)球脊髄性筋萎縮症、5)Parkinson病、6)進行性核上性麻痺、7)大脳
皮質基底核変性症、8)Huntington病、9)神経有棘赤血球症、10)ジスト
ニア、11)脳内鉄沈着を伴う神経変性症、12)脊髄空洞症、13)前頭側
頭葉変性症、14)Charcot-Marie-Tooth病、15)筋萎縮性側索硬化
症/Parkinson認知症複合、16)特発性基底核石灰化症、17)脊髄髄膜
瘤、18)本態性振戦、19) Perry症候群
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